
基本目標７

地域のふれあいと支えあいでともに創るまち

【コミュニティ・行財政分野】





基本目標７　地域のふれあいと支え合いで共に創るまち【コミュニティ・行財政分野】

施策７－１　市民との協働による地域づくり

【めざすまちの姿】

R4事業費（千円）
特定財源
一般財源 R4

33,804

33,804

0

7,560

0

7,560

5,000

0

5,000

2,825

0

2,825

5,027

0

5,027

10,796

0

10,796

2,335

701

1,634

7
いきいきカレンダー作成事業
（表郷・大信・東地域）

各地域の住民がさまざまな年間行事を知ることができるようにするため、各種行
事等が掲載されたカレンダーを作成し、全世帯に配布する。

継続 生活防災課

生活防災課

5 町内会連合会運営事業
地域活動を活性化させコミュニティの強化を図るため、町内会連合会の運営費を
補助するとともに町内会活動を支援する。

継続 生活防災課

6 地域の底力再生事業
地域活動を活性化させコミュニティの強化を図るため、町内会がこれまで培って
きた「協働」、「伝統」、「融和」の力を活かして実施する自主的な活動、防災訓練
等を支援する。

継続 Ⅲ(4)

生活防災課

3
地域づくり活性化支援事業
（４地域）

地域の活力を育むため、地域特性を活かした自発的で独自性のある市民活動に
対し補助金を交付する。また、高校生を対象とした補助も行い、若者の活動を支
援する。

継続 Ⅲ(4) 生活防災課

4 集会所整備事業
地域コミュニティ活動を通して地域住民の自助、連携意識を醸成し、住み良い地
域社会を実現するために、その活動拠点となる集会所のうち老朽化が進行した
施設について整備する。

継続

企画政策課

地方創生
事業

担当課

1 地域おこし協力隊活用事業
地方の活性化に積極的な都市地域の人材を採用し、地域の魅力発信や課題解
決について実践的に行動してもらうことにより、地域の活性化を図る。

継続 Ⅲ(4) 企画政策課

区分

2 まちづくり・ひとづくり事業
若い世代の主体的なまちへの関わりの気運を醸成するため、主に高校生が集え
る場「コミュニティ・スペース」を設置し、地域社会参画等を支援するとともに、地
域に対する誇りと愛着を育む。

継続 Ⅲ(4)

　市民団体やＮＰＯ法人等との連携や協働の取組みを積極的に進めることで、市民と行政のパートナーシップが強化さ
れ、市民活動が活発に行われています。
　幅広い年代がさまざまな地域活動に参加し、世代間交流が生まれ、地域へ愛着を持つ住民が増加し、特色ある地域
が形成されています。

No 事業名 事業概要
事業計画

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



R4事業費（千円）
特定財源
一般財源 R4

地方創生
事業

担当課区分No 事業名 事業概要
事業計画

30,000

0

30,000

1,000

500

500

161,403

95,500

65,903

13,376

6,688

6,688

企画政策課9
まちラボ学生プロジェクト支援事
業

多くの資源が備わる白河を知ってもらうため、大学のゼミ等が、研究や活動の
フィールドとして本市を活用する場合の経費の一部を支援することにより来白を
促し、その活動を通して白河のファン（関係人口）を増やしていく。併せて地域課
題の解決、大学生と地域・高校生との交流や、白河の魅力の発掘、情報発信等
を推進する。

継続 Ⅲ(4)

農林整備課8 農業用施設整備“結”支援事業
地域住民の協働活動の一環として、町内会が行うＵ字溝敷設や農業用施設の修
繕等に対し、原材料支給及びバックホウ等の機械を貸与し、農業用施設の保全
活動を促進させる。

継続 Ⅲ(4)

地域拠点整備室10 複合施設整備事業
市民会館跡地に、「健康増進」・「子育て支援」・「生きがいづくり」の機能を柱とし
た複合施設を整備し、未来の白河をつくるための拠点となるよう、基本設計を取
りまとめ、実施設計及び管理運営計画の策定に着手する。

継続

地域拠点整備室11 地域プレーヤー創出・育成事業
様々な地域課題の解決と持続可能な地域社会づくりに取り組む「地域プレー
ヤー」の活躍が求められていることから、コミュニティビジネスやソーシャルビジネ
スに関心を有する人材を発掘・育成する。

新規
Ⅰ(3)
Ⅲ(4)

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



基本目標７　地域のふれあいと支え合いで共に創るまち【コミュニティ・行財政分野】

施策７－２　人権尊重・男女共同参画社会の推進

【めざすまちの姿】

R4事業費（千円）
特定財源
一般財源 R4

290

0

290

171

0

171

1,030

849

181

1,822

911

911

3 人権尊重思いやり事業

白河市思いやり条例の趣旨及び人権尊重の理念を広く市民に浸透させ、正しい
知識に基づく教育活動や不当な差別に対する適切な支援及び助言を行うため、
人権擁護委員と連携を図りながら小・中学生を対象とした思いやりの心を育む事
業を開催する。

継続 市民課

4
みんなの笑顔がつながる家事
分担事業

男性も女性も、あらゆる分野で活躍できる社会を推進することを目的として、男性
が家事・育児・介護等へ主体的に参加する意識を醸成していく。

新規

生涯学習スポーツ課2 女性団体活動育成支援事業
女性の地位向上を図るため、婦人会の育成及び連絡調整、男女共同参画社会
推進のための活動を支援する。

継続 Ⅱ(2)

Ⅲ(5) 生涯学習スポーツ課

　市民一人ひとりの人権意識が向上し、男女が互いに尊重し合える地域社会が実現されています。

No 事業名 事業概要
事業計画 地方創生

事業
担当課

1 男女共同参画推進事業
男女共同参画に関する認識を深め、男女がともに平等な権利を持ち、それぞれ
の能力を充分に発揮し、その能力を活かせるよう、講習会やセミナーを開催し、
男女共同参画社会の形成や意識の高揚を推進する。

継続 Ⅱ(2) 生涯学習スポーツ課

区分

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



基本目標７　地域のふれあいと支え合いで共に創るまち【コミュニティ・行財政分野】

施策７－３　多様な交流と連携の推進

【めざすまちの姿】

R4事業費（千円）
特定財源
一般財源 R4

63

0

63

127

0

127

4,978

3,108

1,870

8

0

8

14,407

0

14,407

18,125

6,000

12,125

32,000

32,000

0

企画政策課6 移住・定住推進事業
本市への移住希望者等の受け入れ体制づくりを進め、移住希望者を支援すると
ともに、移住に関する情報を充実させ、効果的に発信することや引越し費用を補
助することで、将来的な移住・定住人口の増加を図る。

継続 Ⅲ(2)

企画政策課5 宅地分譲地売払促進事業
未分譲となっている区画について、売買契約後、１年以内に住宅を建築した場
合、助成金を交付するなど、販売を促進する。

継続 Ⅲ(2)

企画政策課

4 ＦＩＴ構想推進協議会参画事業
福島(F)・茨城(I)・栃木(T)の３県の県際地域(那須岳・八溝山を中心とする地域)
が、これまで培ってきた交流・連携をもとに広域交流圏としてのさらなる発展を目
指す。

継続 企画政策課

3 国際交流協会事業
市民の国際化・国際理解などを推進するため、中学生海外派遣事業、イベント
「国際交流DAY」、市内在住外国人との交流事業などを実施する。

継続 Ⅲ(5)

秘書広報課

地方創生
事業

担当課

1 三市交流事業
姉妹都市である埼玉県行田市、三重県桑名市との相互親睦を深めるために、市
長等の相互訪問を実施する。

継続 秘書広報課

区分

2 埼玉県戸田市交流事業 友好都市である埼玉県戸田市との交流事業を行う。 継続

　国際交流や都市間交流を通して多様な価値観を認めあい、地域の良さを再認識し、文化の薫り高い魅力ある都市が
形成されています。
　定住人口と交流人口のバランスのとれた都市空間が形成されています。

No 事業名 事業概要
事業計画

建築住宅課7
来て「しらかわ」住宅取得支援
事業

県外から市内へ・市外から市内へ移住する世帯に対して、住宅取得に要する費
用の一部を助成し、移住・定住の促進により地域の活性化を図る。

継続 Ⅲ(2)

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



R4事業費（千円）
特定財源
一般財源 R4

地方創生
事業

担当課区分No 事業名 事業概要
事業計画

3,050

1,795

1,255

7,249

6,000

1,249

684

0

684

企画政策課10
白河つながるサロン（オンライン
サロン）運営事業

誰もが集えるオンラインサロンを開設し、移住者や移住検討者と市民が交流する
オンライン上のサードプレイスを設置する。さらに、これをきっかけに実際に人が
集う民間主体のサードプレイスを増やしていく。

新規 Ⅲ(2)

企画政策課9
白河お試し住宅まちなかベース
整備事業

市街地エリアにお試し住宅を新たに整備し、移住を検討している方に白河の暮ら
しやすさを実感してもらうことで、移住等を推進する。

新規 Ⅲ(2)

建築住宅課8
「みりょく発信」二地域居住・移
住希望者市営住宅提供事業

入居率の低い外面市営住宅等の空き住戸を二地域居住や移住体験施設として
活用し、白河市の情報発信や定住促進を図る。

継続 Ⅲ(2)

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



基本目標７　地域のふれあいと支え合いで共に創るまち【コミュニティ・行財政分野】

施策７－４　開かれた市政の推進

【めざすまちの姿】

R4事業費（千円）
特定財源
一般財源 R4

16,285

6,641

9,644

628

0

628

65

0

65

1,580

0

1,580

-

-

-

継続

秘書広報課

4

秘書広報課

5 企画政策課
図柄入り白河ナンバー導入事
業

広域的な地域振興、観光振興を促進するため、走る広告塔として宣伝効果の高
い図柄入り白河ナンバーが白河市及び西白河郡４町村で普及するよう、周知活
動等を積極的に行う。

継続 Ⅲ(3)

3
「白河市公式ホームページ」
管理運営事業

誰にでも使いやすく、見やすいホームページを目指すため、研修会等に参加し、
利用者の満足度向上を図る。

継続 Ⅲ(3)

情報力発信強化事業
市公式フェイスブック、ツイッターに加え、新たにLINEを導入することで、市民の
利便性を向上させ、情報発信力の強化を図る。

区分

秘書広報課

1 広報白河発行事業
市の政策の目的や課題･効果などについて、的確で分かりやすい情報を提供す
るため、毎月１回「広報白河」を発行し、市民との情報の共有化を図る。

継続 Ⅲ(3)

2 ふるさと大使事業
全国に向けて本市をＰＲするため、本市に縁があり、全国的に活動している方々
を「しらかわ大使」として委嘱し、本市のイメージアップ、企業誘致及び観光誘客
を図る。

継続 Ⅲ(3)

Ⅲ(3)

秘書広報課

地方創生
事業

担当課

　必要な情報や市政の動きが広報紙やホームページを通して分かりやすく伝えられています。
　市民の声を的確に把握し、政策形成過程で市民参画が推進されています。
　市の保有する情報が適正に管理され、情報公開等の相談や請求に対して迅速に対応することで市政の信頼性が高
まり、透明性が確保されています。

No 事業名 事業概要
事業計画

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



基本目標７　地域のふれあいと支え合いで共に創るまち【コミュニティ・行財政分野】

施策７－５　効果的・効率的な行政運営の推進

【めざすまちの姿】

R4事業費（千円）
特定財源
一般財源 R4

-

-

-

3,681

0

3,681

140

0

140

9,779

100

9,679

898

0

898

4,840

0

4,840

2,244

0

2,244

地方創生
事業

担当課

　限られた行政資源の有効活用を図りながら、最少の経費で最大の効果を挙げる行政運営が行われています。
　市民の立場に立った質の高い行政サービスが提供されています。

No 事業名 事業概要
事業計画

区分

企画政策課

3 行政改革推進事務 行政改革推進委員会の運営、行政経営改革プランの推進・進行管理を行う。 継続 総務課

1 白河市総合計画進行管理事務
毎年度ローリング方式により実施計画を策定するほか、成果を重視し、住民満足
度を向上させるため、総合計画に位置づけられている施策などの事業を評価す
る。

継続

企画政策課2 白河市総合計画策定事業
変化が速い時代の流れを見据え、市が目指す姿と、その実現に向けての主な取
り組みを明らかにするため、令和５年度からスタートする新たな総合計画の策定
を進め、市の羅針盤として活用していく。

総務課4 職員研修事業
地域の様々な行政課題に迅速かつ的確に対応できる人材を育成するため、多様
な研修機会を創出する。

継続

情報政策課6 行政デジタル化推進事業
他の業務への労力転換・時間外縮減等を図るため、RPAやAIを導入し、定型業
務の自動化を図る。

継続

新規

情報政策課7

情報政策課5 デジタル・デバイド対策事業
行政デジタル化の推進にあたり、全ての人がそのメリットを享受できるよう、イン
ターネットやコンピューターを使える人と使えない人との間に生じる情報格差を是
正するため、高齢者を対象にスマートフォン教室を開催する。

新規

ICT活用行政スマート化事業
行政手続きしやすい環境整備や行政内部の手続き簡略化のため、LoGoフォー
ム（各種手続きのオンラインツール）を活用し、手続きのオンライン化を推進する
ことで市民サービス向上と行政効率化を図る。

拡充

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



R4事業費（千円）
特定財源
一般財源 R4

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
事業計画

区分

16,247

8,100

8,147

19,063

0

19,063

80,076

57,621

22,455

5,904

0

5,904

市民課

11 電子納税システム導入事業
納付手段の選択肢を増やし、納税者の利便性向上を図るため、令和5年度から
実施するキャッシュレス決済等のシステム改修を行う。

拡充 税務課

10
マイナンバーカード普及促進事
業

マイナンバーカード普及のため、特設窓口の設置及び出張による交付申請受付
を行い、交付率の更なる向上を図る。

新規

8
基幹業務系システム管理事業
（ぴったりサービス導入事業）

国が指定する２７の手続き（子育て・介護・被災者支援関係）のオンライン化を進
めるため、既存システムの改修を行う。

新規 情報政策課

情報政策課9
電子決裁導入事業（白河地方
広域市町村圏情報管理事業）

内部手続きのデジタル化による事務処理の迅速化・効率化、ペーパーレス化を
図るため、電子決裁及び勤怠管理システムを導入する。

新規

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



基本目標７　地域のふれあいと支え合いで共に創るまち【コミュニティ・行財政分野】

施策７－６　健全な財政運営の推進

【めざすまちの姿】

R4事業費（千円）
特定財源
一般財源 R4

-

-

-

69

69

0

8

8

0

-

-

-

37,588

0

37,588

5 ふるさと納税取扱事務
寄附金の使途である主要施策をＰＲしながら、市外に住んでいる方からふるさと
納税を募るとともに、そのお礼として地場産品を送付することで、市の魅力や、ま
ちづくりの理念等を広く発信する。

継続 Ⅲ(3) 企画政策課

財政課

3 減債基金管理事務
後年度の公債費負担を軽減するため、基金を活用するとともに、毎年度一定額
を積み立てる。

継続 財政課

4 遊休市有地公売事業 市として利用計画の無い財産を売却し、自主財源の確保を図る。 継続

財政課

地方創生
事業

担当課

1 財政計画に基づく財政運営
財政計画に基づき、安定した自主財源の確保や事務事業の見直しを推進するこ
とで、健全な財政運営に努める。

継続 財政課

区分

2 財政調整基金積立金
安定的な財政運営を行うため、基金を活用するとともに、毎年度一定額を積み立
てる。

継続

　市民協働を推進し、全職員共通の認識のもと、事務事業の見直し及び選択と集中による効果的な予算配分を図るとと
もに、自主財源の確保に努めることで、将来にわたり持続可能な自治体経営が実現しています。

No 事業名 事業概要
事業計画

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。


